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儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

士
が
重
な
っ
た
状
態
で
カ
メ

ラ
を
通
過
す
る
と
誤
カ
ウ
ン

ト
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

シ
ュ
ー
ト
へ
の
大
量
投
入
や

異
品
混
入
が
懸
念
さ
れ
る
場

合
に
は
ワ
ー
ク
形
状
を
認
識

す
る
た
め
の
面
積
計
算
と
製

品
登
録
が
推
奨
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
方
法
は
（
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
Ｐ
Ｃ
を
用
い
る
場

合
）
①
専
用
ソ
フ
ト
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
済
み
の
Ｐ
Ｃ
と
接

続
し
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
画
面

を
起
動
②
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
」
ボ
タ

ン
を
押
す
③
画
面
上
に
キ
ー

ボ
ー
ド
が
表
示
さ
れ
る
の
で

任
意
の
名
前
を
入
力
④
画
面

上
に
入
力
名
が
表
示
。
「
セ

ッ
ト
ア
ッ
プ
」
ボ
タ
ン
を
押

す
⑤
製
品
を
一
定
数
投
入
す

る
と
面
積
計
算
が
完
了
と
な

り
製
品
登
録
さ
れ
、
次
回
以

降
も
呼
び
出
し
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
直
近
で
は
物
流

業
界
関
連
の
ユ
ー
ザ
ー
よ
り

Ｆ
―
60
を
倉
庫
内
の
様
々
な

箇
所
で
移
動
し
て
の
使
用
が

可
能
な
タ
イ
プ
の
要
望
を
受

け
、
バ
ッ
テ
リ
ー
が
セ
ッ
ト

の
電
源
コ
ー
ド
レ
ス
タ
イ
プ

に
つ
い
て
開
発
を
お
こ
な
っ

た
。製

品
の
詳
細
及
び
問
い
合

わ
せ
先
な
ど
は
同
社
Ｈ
Ｐ

（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
：
／
／
ｓ
ｙ

ｎ
ａ
ｐ
ｓ
ｅ
ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
ｓ
．
ｊ
ｐ
）
ま
で
。

ー
ク
を
投
入
す
る
と
、
計
数

さ
れ
た
数
字
が
画
面
に
表
示

さ
れ
る
。
シ
ュ
ー
ト
の
対
応

サ
イ
ズ
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、

ね
じ
・
ナ
ッ
ト
・
ワ
ッ
シ
ャ

ー
な
ど
形
状
や
素
材
を
問
わ

ず
に
計
数
で
き
る
点
も
特
長

で
あ
る
。
な
お
、
ユ
ー
ザ
ー

要
望
に
応
じ
て
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
Ｐ
Ｃ
と
専
用
ソ
フ
ト
の
セ

ッ
ト
販
売
も
可
能
で
あ
る
。

対
象
ワ
ー
ク
を
認
識
す
る

た
め
の
ソ
フ
ト
内
で
の
製
品

登
録
作
業
や
、
秤
の
よ
う
に

単
重
サ
ン
プ
ル
を
取
ら
な
く

て
も
計
数
機
能
は
使
え
る
こ

と
か
ら
直
ぐ
に
作
業
が
お
こ

な
え
、
多
品
種
・
小
ロ
ッ
ト

の
計
数
に
適
し
て
い
る
。
な

お
、
異
形
状
品
や
ワ
ー
ク
同

計
数
要
望
に
対
応
し
た
タ
イ

プ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
「
Ｆ
―

60
」
を
好
評
展
開
中
。
従

来
、
ワ
ー
ク
を
機
械
へ
搬
送

す
る
に
は
ホ
ッ
パ
ー
方
式
と

フ
ィ
ー
ダ
ー
方
式
が
あ
る

が
、
今
回
は
先
述
の
対
応
を

目
的
に
手
撒
き
式
で
設
計
。

機
械
上
部
に
備
え
付
け
ら
れ

た
投
入
シ
ュ
ー
ト
に
、
手
で

つ
か
ん
だ
複
数
の
ワ
ー
ク
を

投
入
す
る
の
み
で
計
数
が
可

能
な
た
め
、
作
業
効
率
向
上

に
大
き
く
貢
献
す
る
画
期
的

な
製
品
で
あ
る
。
ま
た
、
コ

ン
パ
ク
ト
設
計
に
よ
り
卓
上

で
作
業
が
お
こ
な
え
る
の
も

ポ
イ
ン
ト
。
使
用
時
に
は
、

専
用
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
た
Ｐ
Ｃ
と
接
続
後
に
ワ

の
高
速
計
数
（
ボ
ル
ト
Ｍ
３

の
場
合
＝
３
，
０
０
０
本
／

分
）
に
も
対
応
。
さ
ら
に
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
式
で
の
容
易
な

操
作
性
を
実
現
し
て
い
る
。

ま
た
同
社
で
は
「
作
り
手

の
心
を
使
い
手
に
、
使
い
手

の
願
い
を
作
り
手
に
、
人
と

人
を
結
び
つ
け
る
『
心
の
シ

ナ
プ
ス
』
」
―
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
顧
客
要
望
を
適
確
に
把

握
し
た
上
で
計
数
お
よ
び
前

後
工
程
を
含
め
た
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
に
も
柔
軟
に
対
応
。
包

装
機
メ
ー
カ
ー
や
コ
ン
ベ
ヤ

・
自
動
箱
替
え
装
置
メ
ー
カ

ー
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
、

こ
れ
ら
周
辺
設
備
と
組
み
合

わ
せ
て
の
設
計
開
発
か
ら
提

案
販
売
ま
で
が
お
こ
な
え
る

こ
と
か
ら
、
包
装
作
業
を
含

め
た
工
程
の
自
動
化
も
実
現

し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
先
般
に

は
、
昨
今
よ
り
増
加
傾
向
に

あ
る
多
品
種
・
小
ロ
ッ
ト
の

シ
ナ
プ
ス
・
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ズ
が
展
開
す
る
計
数
機

の
大
き
な
特
長
は
、
Ｄ
Ａ
Ｔ

Ａ
社
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
製
の

高
性
能
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た

カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト

に
あ
り
、
同
社
が
国
内
唯
一

の
販
売
代
理
店
と
な
る
。
ユ

ニ
ッ
ト
に
は
３
台
の
高
性
能

カ
メ
ラ
が
配
置
さ
れ
、
１
㎜

以
下
の
微
細
部
品
や
透
明
色

部
品
で
も
マ
ル
チ
方
向
か
ら

正
確
に
計
数
で
き
る
性
能
を

備
え
て
い
る
。
ま
た
、
対
象

ワ
ー
ク
の
形
状
な
ど
製
品
登

録
は
、
僅
か
な
手
順
と
操
作

の
み
で
容
易
に
お
こ
な
え
る

の
も
ポ
イ
ン
ト
。
同
ユ
ニ
ッ

ト
を
搭
載
し
た
既
存
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
機
に
お
い
て
は
、
ね

じ
、
木
ね
じ
、
ボ
ル
ト
、
ワ

ッ
シ
ャ
ー
な
ど
か
ら
成
形
部

品
（
コ
ネ
ク
タ
）
、
電
子
部

品
ま
で
幅
広
く
対
象
。
対
応

サ
イ
ズ
は
φ
１
㎜
～
φ
25
㎜

を
メ
イ
ン
に
、
大
ロ
ッ
ト
品

し
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ
り

来
年
に
延
期
も
あ
る
。

▽
２
件
の
新
資
格
＝
⑴
あ

と
施
工
ア
ン
カ
ー
注
入
施
工

士
…
接
着
系
あ
と
施
工
ア
ン

カ
ー
注
入
方
式
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
型
の
ミ
キ
シ
ン
グ
ノ
ズ
ル

方
式
（
有
機
系
）
と
プ
レ
混

合
式
（
無
機
系
）
の
施
工
資

格
。
資
格
認
定
の
実
技
試
験

を
行
う
。
⑵
あ
と
施
工
ア
ン

カ
ー
点
検
士
…
施
工
さ
れ

た
、
あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
の

施
工
、
取
付
状
態
を
定
め
ら

れ
た
点
検
要
領
に
基
づ
き
点

検
し
管
理
者
に
報
告
書
を
も

っ
て
報
告
で
き
る
能
力
を
有

す
る
資
格
。
資
格
認
定
の
試

験
を
行
う
。

▽
新
資
格
関
連
書
籍
＝
あ

と
施
工
ア
ン
カ
ー
注
入
施
工

士
、
関
連
…
あ
と
施
工
ア
ン

カ
ー
施
工
指
針
（
案
）
の

「
接
着
系
注
入
方
式
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
型
ミ
キ
シ
ン
グ
ノ
ズ

ル
式
（
有
機
系
）
」
と
「
プ

レ
混
合
式
（
無
機
系
）
」
の

２
冊
。
あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー

点
検
士
、
関
連
…
「
あ
と
施

工
ア
ン
カ
ー
点
検
・
診
断
要

領
（
案
）
取
付
物
固
定
用
」

が
あ
る
。

▽
既
存
の
資
格
＝
第
２
種

・
特
２
種
・
第
１
種
の
、
あ

と
施
工
ア
ン
カ
ー
施
工
士
及

び
、
あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
技

術
管
理
士
・
主
任
技
士
の
５

資
格
が
あ
る
。

一
般
社
団
法
人
日
本
建
築

あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
協
会

（
山
本
忠
男
代
表
理
事
）
で

は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え

る
あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
に
お

い
て
、
一
層
の
安
全
と
安
心

に
資
す
る
施
工
・
管
理
を
目

的
に
新
た
に
資
格
認
定
２
件

の
発
足
を
計
画
し
て
い
る
。

新
資
格
は
「
あ
と
施
工
ア
ン

カ
ー
注
入
施
工
士
」
お
よ
び

「
あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
点
検

士
」
。
新
資
格
の
要
旨
な
ど

は
以
下
の
通
り
。

▽
発
足
の
狙
い
＝
社
会
の

イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
、
あ
と

施
工
ア
ン
カ
ー
の
安
全
と
安

心
を
よ
り
確
か
な
物
と
し
更

な
る
社
会
貢
献
を
目
指
す
。

▽
発
足
時
期
＝
２
０
２
１

年
内
、
発
足
の
予
定
。
た
だ

人
々
の
物
心
両
面
の
豊
か

さ
）
の
基
に
、
社
員
発
案
に

よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
も
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
の
企
業
成

長
を
続
け
て
い
る
。
今
回
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
時
の
痛
み
や

副
反
応
に
よ
る
体
調
不
良
な

ど
が
発
生
す
る
可
能
性
を
考

え
、
社
員
が
平
日
で
も
安
全

・
安
心
に
気
兼
ね
な
く
接
種

で
き
る
よ
う
に
と
、
総
務
課

員
か
ら
の
発
案
で
運
用
案
が

作
成
さ
れ
、
社
内
承
認
を
得

て
６
月
８
日
よ
り
運
用
開
始

に
至
っ
た
。

単
位
で
休
暇
取
得
―
が
行

え
、
対
象
期
間
中
に
合
計
３

日
間
を
特
別
休
暇
と
し
て
申

請
で
き
る
制
度
と
な
る
。

同
社
で
は
１
９
２
６
年
の

創
業
以
来
、
経
営
理
念
「
Ｎ

Ｅ
Ｗ

Ｔ
Ｒ
Ｙ

Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｈ
」
（
Ｎ
Ｅ
Ｗ
・
Ｔ
Ｒ
Ｙ
＝

常
に
前
進
し
よ
う
と
い
う
絶

え
ざ
る
革
新
の
意
志
。
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｈ
＝
取
引
先
、
社
員
と
そ

の
家
族
な
ど
関
わ
る
全
て
の

政
府
が
定
め
る
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
期
間
に

準
ず
る
。

対
象
は
、
正
社
員
、
契
約

社
員
、
嘱
託
社
員
、
パ
ー
ト

社
員
。
平
日
の
勤
務
時
間
中

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
予
定
し

て
い
る
社
員
に
、
⑴
２
回
の

接
種
休
暇
（
基
本
は
各
半
日

間
）
と
⑵
接
種
当
日
・
翌
日

に
副
反
応
に
よ
る
体
調
不
良

が
発
生
し
た
場
合
に
は
半
日

あ
っ
て
も
ワ
ク
チ
ン
を
円
滑

に
接
種
で
き
る
よ
う
、
ま
た

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
万
が

一
、
副
反
応
に
よ
る
体
調
不

良
を
引
き
起
こ
し
た
場
合
で

も
静
養
を
と
り
易
い
よ
う
に

と
、
全
従
業
員
を
対
象
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種

特
別
有
給
休
暇
制
度
」

を
創
設
。
対
象
期
間
２
０
２

１
年
６
月
８
日
㈫
～
２
０
２

２
年
６
月
７
日
㈫
で
予
定
。

び
接
種
後
も
静
養
時
に
特
別

有
給
休
暇
の
申
請
が
行
え

る
。
社
員
が
平
日
で
も
気
兼

ね
な
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

い
易
い
よ
う
に
と
、
企
業
と

し
て
最
大
限
の
配
慮
の
基
に

運
用
、
今
後
も
健
康
・
福
利

厚
生
面
の
充
実
化
を
進
め
て

い
く
も
の
と
し
て
い
る
。

今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
策
の

一
環
に
、
接
種
日
が
平
日
で

岡
總
㈱
（
本
社
＝
大
阪
市

中
央
区
島
之
内
１
―
14
―

19
。
尾
﨑
正
洋
社
長
）
で

は
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策

に
、
社
員
の
安
全
・
安
心
に

資
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種

特
別
有
給
休
暇

制
度
」
を
創
設
し
た
。
社
員

か
ら
の
意
見
を
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
し
て
実
現
さ
れ
た
制
度

で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
日
お
よ

手
撒
き
式
カ
ウ
ン
タ
ー｢

Ｆ
―
60｣

＝岡總＝

め
て
こ
ら
れ
、
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
し
た
池
田
夏
来
新
社

長
が
人
に
一
層
重
視
し
た

展
開
と
し
て
▽
従
業
員
満

足
▽
顧
客
満
足
▽
独
自
能

力
―
そ
れ
ぞ
れ
の
向
上
を

図
る
。
具
体
的
に
は
、
従

業
員
が
働
き
易
い
環
境
を

つ
く
る
事
で
社
員
の
い
き

い
き
と
働
い
て
い
る
姿
が

良
い
技
術
・
製
品
を
生
み

出
し
、
顧
客
か
ら
更
な
る

高
評
価
・
信
用
を
得
て
社

会
貢
献
へ
と
繋
げ
て
い
く

「
喜
び
の
好
循
環
」
を
目

指
し
て
い
く
。
人
と
の
繋

が
り
を
大
切
に
、
１
０
０

年
企
業
を
目
指
す
も
の
と

し
て
い
る
。

③
生
年
月
日
＝
１
９
７

２
年
７
月
９
日
。

④
趣
味
＝
ア
ク
シ
ョ
ン

映
画
鑑
賞
。

並
び
に
部
品
な
ど
へ
も
採

用
実
績
を
有
す
る
。

ま
た
、
国
内
三
拠
点
の

製
造
工
場
（
法
隆
寺
・
大

和
郡
山
・
伊
賀
上
野
）
は

そ
れ
ぞ
れ
が
有
事
の
際
に

は
代
替
生
産
の
行
え
る
Ｂ

Ｃ
Ｐ
対
策
お
よ
び
生
産
シ

ス
テ
ム
も
整
え
て
い
る
。

今
後
の
経
営
方
針
は
、

池
田
栄
治
会
長
が
こ
れ
ら

安
定
生
産
へ
の
地
盤
を
固

グ
マ
シ
ン
な
ど
各
生
産
設

備
な
ら
び
に
検
査
機
機
器

類
に
お
い
て
も
複
数
の
メ

ー
カ
ー
製
を
所
有
し
て
い

る
点
に
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
特
長
を
熟
知
し
て
機
種

の
使
い
分
け
を
行
う
と
と

も
に
、
金
型
設
計
も
社
内

で
対
応
し
て
い
る
事
か
ら

同
社
に
し
か
製
造
で
き
な

い
パ
ー
ツ
製
品
も
あ
り
、

高
精
度
な
自
動
車
用
ね
じ

ョ
ン
を
築
く
な
ど
多
く
の

経
験
を
積
ん
だ
。

大
洋
ナ
ッ
ト
工
業
と
し

て
は
２
０
０
０
年
の
専
務

取
締
役
就
任
後
、
２
０
１

５
年
に
取
締
役
副
社
長
、

そ
し
て
こ
の
度
、
創
業
か

ら
70
年
、
新
会
長
が
入
社

し
て
50
年
、
会
長
が
社
長

に
就
任
さ
れ
て
い
た
期
間

30
年
の
節
目
で
も
あ
る
創

業
70
年
記
念
日
に
代
表
取

締
役
就
任
と
な
っ
た
。

②
今
後
の
経
営
方
針
＝

同
社
は
ナ
ッ
ト
形
状
・
ボ

ル
ト
形
状
ど
ち
ら
に
も
対

応
可
能
な
特
殊
形
状
品
の

多
品
種
小
ロ
ッ
ト
生
産
を

得
意
と
し
て
い
る
。
こ
れ

を
可
能
と
し
て
い
る
の

が
、
フ
ォ
ー
マ
ー
、
タ
ッ

ピ
ン
グ
マ
シ
ン
、
平
ダ
イ

ス
・
丸
ダ
イ
ス
ロ
ー
リ
ン

を
担
当
し
業
績
拡
大
に
寄

与
さ
れ
た
。
入
社
当
時
は

五
十
代
の
従
業
員
が
多

く
、
今
後
十
数
年
先
を
見

据
え
た
技
術
承
継
の
た
め

の
採
用
人
員
計
画
を
策

定
。
そ
の
結
果
が
功
を
奏

し
て
、
当
時
の
新
入
社
員

が
現
在
で
は
ベ
テ
ラ
ン
社

員
へ
と
育
ち
各
部
署
の
責

任
者
ク
ラ
ス
と
し
て
同
社

を
支
え
る
存
在
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
同
氏
は
当
時
普

及
が
進
む
前
と
な
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
蛍
光
灯
関
連
の
会
社
を

起
業
し
た
経
験
も
有
す

る
。
ね
じ
業
界
内
で
も
諸

先
輩
方
の
協
力
を
得
て
導

入
実
績
を
有
す
る
な
ど
人

と
の
つ
な
が
り
の
有
難
さ

を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
他
業
界
の
コ
ネ
ク
シ

よ
び
金
型
設
計
の
内
製
化

な
ど
独
自
技
術
力
の
向
上

・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培
い
な
が

ら
絶
え
ず
ニ
ュ
ー
ク
オ
リ

テ
ィ
を
追
求
し
て
い
る
。

こ
の
度
、
三
代
目
新
社
長

に
就
任
さ
れ
た
池
田
夏
来

氏
に
今
後
の
展
開
な
ど
を

伺
っ
た
。

◇

①
新
社
長
の
経
歴
＝
１

９
９
４
年
に
大
洋
ナ
ッ
ト

工
業
就
職
後
、
製
造
部
門

を
経
て
米
国
に
研
修
を
兼

ね
て
１
年
間
の
語
学
留
学

を
経
験
。
帰
国
後
は
営
業

部
門
で
全
国
の
ユ
ー
ザ
ー

大
洋
ナ
ッ
ト
工
業
㈱

（
営
業
部
＝
奈
良
県
大
和

郡
山
市
）
は
３
月
25
日
よ

り
、
池
田
栄
治
社
長
が
勇

退
さ
れ
会
長
に
就
任
。
後

任
の
代
表
取
締
役
に
は
、

池
田
夏
来
副
社
長
が
昇
任

さ
れ
た
。
同
社
は
１
９
５

１
年
に
池
田
万
蔵
氏
が
創

業
。
製
品
の
作
り
手
で
あ

る
「
人
」
を
重
視
し
た
企

業
展
開
を
図
り
、
人
の
心

の
温
も
り
が
活
き
る
「
ハ

ー
ト
＆
ク
オ
リ
テ
ィ
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ア
イ
テ

ム
形
状
に
応
じ
た
多
彩
な

生
産
設
備
の
使
い
分
け
お

大
洋
ナ
ッ
ト
工
業
㈱

池
田
夏
来
氏

｢

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

特
別
有
給
休
暇
制
度｣

創
設

あと施工アンカーの安全･安心普及へ

新資格認定２件を発足予定

日本建築あと施工アンカー協会

㈱
シ
ナ
プ
ス
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
京
都
府
綾
部
市
。
足
立
和
博
社
長
）
で
は
、

計
数
機
の
設
計
・
開
発
か
ら
販
売
ま
で
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
計
数
方
法
に
は
３
台
の

高
性
能
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
ス
ピ

ー
デ
ィ
か
つ
正
確
な
計
数
が
可
能
な
こ
と
か
ら
同
作
業
の
効
率
化
に
貢
献
。
ね
じ
業
界

を
含
め
幅
広
い
産
業
分
野
の
ユ
ー
ザ
ー
よ
り
好
評
を
得
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
直

近
で
は
、
多
品
種
・
小
ロ
ッ
ト
対
応
機
「
Ｆ
―
60
」
の
販
売
を
開
始
し
た
。

「
Ｆ
－
60
」
の
３
Ｄ
イ
メ
ー
ジ

作業画面

池田夏来社長

（２）令和３(2021)（）第２５４７号 (第 3 種郵便物認可)


